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C6B6L発 展 史(1)

北 原 栄 子

1は じ め に

COBOL(COmmonBusinessOrientedLanguage)が 事 務 用共 通 言語 と

して1959年 提 案 され て以 来,種 々の 分野 で そ の有 用 性 が 認 め られ て きた 。

更 に,1965年 以降 のcompu七er産 業 の 目覚 ま しい 進展 は,COBOLを 単 な

るdataprocessing言 語 に と どめず,最 近,data通 信 の た め の 通 信 機 能

(communica七ionfacility)が 追 加 され るに 至 った 〔11]の で,そ の利 用 は

ます ます 広 範 囲 に わた る ことで あ ろ う。 我 国に お い て も,産 業 界 に おけ る事

務 計 算 用 言 語 と して,ま た,非 数値 計 算 用 のcompiler言 語 と して,COBOL

は,記 号 処 理,機 械 翻 訳,情 報 検 索,清 報serviceな どの各 方 面 に活 用 され
くエ　 り 　

て い る。 この様 な状 況 を反 映 して,1972年 に はJls-cOBOLを 制 定す べ く,

情 報 処 理 学 会cOBOL/Jls原 案 委 員会 がcOBOL標 準 化 の作 業 を 進 め て お

り,そ の報告 も出 され て い る[5]。 また,1971年8～9月 に か け て 全 国 で

Jls-cOBOLの 説 明会 が 企 画 され てお り,そ の内 容 は(1)情 報 処 理 に 関 す る

JIsの 現 状 と今 後 の制 定 計 画,(2)JIs-cOBOL原 案 作 成 の経 緯,(3)言 語 の

構 造 と概 要 そ の1(適 用 範 囲 ・用 語 の 意味),そ の2(言 語 の構 造 ・言語 の全

般 規定),(4)言 語 の水 準 とそ の差 違(中 核 の水 準 ・表 操 作 の 水準 ・順 呼 出 し

の水 準 ・.乱呼 出 しの水 準 ・分 類 の水 準 ・報 告 書作 成 の水 準 ・区 分 化 の水 準 ・

登 録 集 の水 準 … …下 線 筆 者)と な って い る。COBOLの 標 準化 につ い ては 別

に稿 を改 め る こ と と して,こ こで説 明 され るCOBOLの 諸 機 能 は,COBOL

が 開発 され た1959年 に全 て 出来上 って いた ので は な く後述 す る様 にCODA一

(1)保 坂 岩 男 「ア プ リ ヶ 一 シ 。 ンCOBOL(1)～(6)」 コ ソ ピ ュ ー タ ー リ ポ ー ト,

Vol.8,No.7～12.
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SYL(COnferenceonDAtaSYstemsLanguageデ ー タ組 織 言 語 会 議)の

COBOL委 員 会 の た え ま な い 開 発 の 成 果 な の で あ る 。CODASYLか ら 出 さ れ

て い る 現 在 迄 の 正 式 の 報 告 書 は

(i)COBOL-data組 織 言 語 会 議 へ の 報 告 書 「digital電 子 計 算 機pro-

grammingの た め の 事 務 用 共 通 言 語 の 第1回 仕 様 書 」(COBOL60と

呼 ば れ る)1960,4.

(ii)COBOレ1961:Revi8edSpecificationsforaCommonBusine8s
(2)__

OrientedLanguage.(COBOL61と 呼 ば れ る)1961.8.

(iii)COBOL-1961Extended:ExternalSpecificationsforCommon
　 　 くヨラ

BusinessOrien七edLanguage.(COBOL61拡 張 版 と 呼 ば れ る)1963・

(iv)COBOLPreliminaryEdition1964(COBOL暫 定 版64)1964.

　 　 の ロ くの

(v)COBOLEdition1965(COBOL65)1965.

(vi)coDAsYレcOBOLJournalofDevelopment1968(cOBOL68)

1968,

(vii)cOBOLJournal1969(cOBOL1969)1969.

等 で あ り,更 に1971年 初 め に は,COBOL-1970がCOBOL69の 改 訂 版 と

して 出 版 され て い る 。 本 稿 で は こ れ ら報 告 書 に 現 わ れ たCOBOL言 語 の 開

発 の経 緯 を 辿 る こ とに よ っ て,COBOL開 発 の 思 想 及 び そ の 利 用 範 囲 の 変 化

等 を 考 察 す る こ とを 目的 とす る 。COBOLが 提 案 さ れ る 以 前,dataproces-

sing言 語 と して は,1956年 に す で に 利 用 され て い たUnivacのFLOW-

MATICとIBMのcommercialTranslatorカ ミあ り,多 量 のdataを 処 理

し,dataをfileと い うgroupで 扱 うた め の 項 目記 述(itemdescription)

や 明 細recordを 含 むfile記 述 の 概 念 を 有 し,英 語 に 似 た 用 語 を 用 い て い

た 。 しか し,当 時 のhardwareの 問 題 とcompilerの 問 題 でcompilationが

くり
非常に遅 く 完全な もの とは 言えなか ったが,こ れ らの 言語やAIMACOが

(2)「 和 訳COBOL[14]」 は これ を 翻 訳 した も ので あ る.

(3)Rosen[1.P.20]に よれ ば 発 行 年 次 は1962年 とな って い る.

(4)「COBOLl965年 版[8コ 」 は これ の翻 訳 に1966,1967年 の改 訂 部 分 を 含 む.

(5)AIMACOはUnivacDivisionofSperry-Randと 米 国 のAirMaterial

Commandの 共 同 開発 に よる.'
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COBOLの も とに な っ て い る こ と も 事 実 で あ っ た 。Rosen[1コ は,特 に

COBOLと 殆 ん ど同 時 期 に 開 発 され たHoneyweUのFACTcompilerの 存

在 がCOBOLの 発 展 に 影 響 を 与 え て い る こ と に 注 目 して い る。FACTcom-

pilerは3-address方 式 の 命 令 で 約250K個 命 令 で 作 られ て お り,4Kの
くの

storageとtapeunit4個 程 度 のcomputer用 に 設 計 され た も の で あ った 。

COBOLPreliminaryEdi七ion1964に つ い て は,詳 しい 資 料 が 入 手 出 来 な

か った 。 以 下 各 節 で 各 報 告 書 の 刊 行 年 次 順 にCOBOLの 発 展 を 述 べ る こ と

とす る。

皿COBOL60

米 国 国 防 総 省 が,計 算 機imakerと 産 業 界 と政 府 機 関 のuserをWashing-

tonに 招 聰 し,da七aprocessing用 の 新 しいpregram言 語 の 検 討 を 行 な っ

た の が,1959年5月28.29日 の こ とで あ り,こ れ がCODASYLの 始 ま りで

あ っ た 。 こ の 会 議 が 目的 と した こ とは,英 語 の 記 法 と叙 述 文 の 形 で 記 述 す る

こ と の 出 来 る(t事 務data処 理"用 のt(共 通"のprogramming言 語 を 開

発 す る こ と で あ っ た 。"共 通"と い う意 味 は,記 憶 容 量 ・付 属 装 置 ・命 令 構

成 な どhardwareの 異 る 機 種 の 計 算 機 の 間 で,80urceprogran1で 使 う言 語

が 共 通 で あ る と い う こ と(互 換 性)で,こ の こ とはdataprocessingの 更 新 ・

拡 大 と 機 種 の 変 更 に 伴 う多 くの 問 題 を 解 決 す る も の で あ る。 ま た,COBOL

のdocumentationはmachinelanguageやassemblerlanguageに 比 べ て,

dataprocessingsystemの 設 計 やprogramの 開 発 に あ た る 当 事 者 の 教 育

(7)

を も容易にす ると考 え られた。 この会議 で短期委 員会,中 期委員会,長 期委
(8)

員会 の3委 員会 が設 置 され た 。短 期 委 員 会 の 仕事 は,第1節 で述 べ た1959年

以前 の 言語 翻 訳sys七emを 足 が か りと して,よ り優 れ た 言語 を1959年 中 に

作 る こ とで あ った。 そ の ため に この委 員会 は,da七aの 指 定(datadescrip一

{6)Rosen[1.pp.12～14]を み よ.

(7)TheCODASYLSystemCommittee組 織 委 員会(CSC),

(8)TheCODASYLLanguageStructuresCommittee言 語 構 造 委 員 会(CL

SC).
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tion),手 続 き 文 章(proceduralstatement),適 用 調 査(applicationsurvey) ,

使 用 と経 験(usageandexperience)の4つ の 作 業groupに わ か れ て 仕 事

を 行 な った 。1959年9月 に は,す で に 報 告 書 の 大 要 は 出 来 上 っ て い た が,更

に 検 討 ・修 正 が 行 な わ れ12月 に 完 成 した 。``COBOL"と い う名 称 が 採 用 さ

れ た の は,こ の 過 程 の 中 で あ る。 こ の 報 告 書 は1960年4月rCOBOL-data

組 織 言 語 会 議 へ の 報 告 書 。digita1電 子 計 算 機Programmin9の た め の 事

務 用 共 通 言 語 の 第1回 仕 様 書 」 と して 政 府 印 刷 局 よ り 出 版 され た 。 これ は

COBOL60と 呼 ば れ て い る 最 初 のCOBOL文 法 書 で あ る。 新 し い 言 語 の

仕 様 書 が 提 案 され た1959年 末 か ら,Sylvania,RCA,Univacな どが,各 々

MOBIDIC,RCA-501,UnivacIIの 機 種 に よ っ てCOBOLcompilerの 開

発 に 着 手 し,RCA,Univacは1960年 中 に 完 成 させ て い る 。 しか し,中 期

委 員 会(CSC)は,こ の 最 初 のCOBOLの 仕 様 書 の 不 足 点 を 指 摘 して,

HoneywellのFACTcompilerの 方 が 事 務 用 共 通 言 語 と して は よ りbasic

くの 　 の

であ るとい う見解を出 した。 このため,CODASYL理 事会 はCOBOL言 語
__(10)

の保 守 ・改 良 を 目的 とす るrCOBOL'保 守 委 員 会」 を設 置 す る こ とに し,こ

の委 員 会 の仕 事 がCOBOL61に 反 映 して い くので あ る。

皿COBOL61

CODASYLの 理 事 会 は,COBOL保 守 委 員 会 とは別 に,特 別 作 業group

(SpecialTaskGroup)を 作 ってCOBOLの 改 訂,検 討,更 新 等に あた らせ
(11)

た 。 このgroupは14の 官 庁,民 間 団 体 で 構 成 され て い た 。Sammet[1,3]

(g)Rosen、[1.p.13コ 参 照.

⑩1964年COBOL委 員 会 に 再 編 成 さ れ,更 に1968年7月 プ ロ グ ラ ミ ソ グ 言 語

委 員 会ProgrammingLanguageCommittee(PLC)に 改 組 さ れ る.

⑪AirMaterialCommand,UnlitedStatesAirForce;BendixCorporation,

ComputerDivision;BurroughsCorporation;ControlDataCorporation;

DavidTaylorModelBasin,BureauofShips;DupontCompany;General

Elec七ricCompany;Interna七ionalBusinessMachinesCorporation;Min-

neapolis-HoneywellRegulatorCompany;PhilcoCorporation;Radio

CorporationofAmerica(RCA);SylvaniaElectricProducts,Inc.;Univac

DivisionofSperry-RandCorporation;U.S.SteelCorporation.
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に よれ ば こ のgroupは1960年9月 か ら1961年2月 ま でCOBOLの 仕 様 の

明 確 化 と変 更 の た め の 作 業 を 行 い,1961年8月 に は"COBOL1961manual"

がCOBOLの 第2版 と して 出 版 され た の で あ る。COBOL61の 大 き な 特 徴

は 『REQUIREDCOBOL-61(必 須COBOL)』 と 『ELECTIVECOBOL-61

へ へ く　の の へ

(選 択COBOL)』 の概 念 で あ る。 必 須COBOLは 計 算 機 のhardwareの 能

力 に拘 らずmanualの 機 能,書 き方 の うち 「固 有」 のcompilerが 実 行 出来

な けれ ば な らな い 必要 最小 限 度 の言語 か らな って い る。 選 択COBOLは 計

算 機 の能 力 に よ って は1961年 のCOBOLに 関 しては 必 ず しも実 行 出来 な く

て も よい機 能,書 き方 であ り,[14]に そ の一 覧 表 が 載 って い る。 この様 な

考 え方 が 生 じた の は,COBOL言 語 自体 が 継続 的 に変 更 され て い る状 態 で あ

ったた め で あ り,選 択COBOLも 発 展 の過 程 に あ る機 能 で あ り,makerが

各 々固有 のCOBOLcompilerを 発 表 出来 る様 に 便宜 的 に定 め られ た もの で

あ る。 このmanualで 示 され たCOBOLの 特 殊 機 能 と して の"segmenta-

tion"と"library"も 選択COBOLに 含 まれ て い る。 主 記憶 装置 のcore

の節 約 の た め のsegmentation(区 分化)は 現 在 で は あ ま りに も 一般 的 で あ

るが,1961年 に お い て は,programのlevelで 直接 使 え る とい うこ とが 非

常 に 画期 的 な こ とで あ った。libraly(登 録 集)の 機 能 は,COBOL固 有 の

も の とは 言 い 難 いが,簡 単 なstatementでsourceprogram中 に 各 種 の
く　ラ へ 　　 へ 　

codingを と り入 れ る点 で は 優 れ た もの と言 え る。COBOL61は,COBOL

60に 大 きな機 能 の追 加 が な され た わ け で は な く,PROCEDUREDIVISION

の構 成 に 変更 が あ った だ け で あ る。 しか し,仕 様 書 と しては か な り整 え られ

て い る ので,rCOBOL61」 はCOBOLcompilerの 基 礎 とな り,多 くの米

国 の計 算 機makerがcompilerの 開発 を 始 め,1962年 頃 に は,約50機 種
ヘ リ くエの

のCOBOL61compilerが 作 成 され た 。

rCOBOL61Extended」 が 発 表 され る 前,CODASYL組 織 委 員 会 で 開 発

され た 「DETAB-X(DEcisionTABIe,eXperimen七al)」 と,CODASYL言

⑫ この用 語は 「COBOL1965年 版 」では用 い られ な くな った,

⑯ 保 坂岩男[12コ 「(7)COBOLの 特殊機能 」をみ よ,

⑳ 渡 辺昭雄[15.p,63)参 照,
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語 委 員 会 か らのrlnformationAlgebra(情 報 代 数)」 は,rCOBOL61」 の 追

加 機 能 と もい うべ き も の と して 注 目 され る。 「DETAB-X」 は 論 理 判 断 を 複

雑 に 組 み 合 わ せ て 一 覧 表 の 形 式 に し,そ れ を 利 用 して 分 析,判 断 し,そ の 結

果 行 な うべ き処 理 を 決 定 す るdecisiontableを 簡 単 なprocessorでCOBOL

programに 変 換 す る も の で あ る 。 こ れ は1962年9月 の"DecisionTable
(15)

Symposium"でCODASYLか ら発 表 され た[13コ 。 「lnformationAlgebra」

はdata処 理 を 数 学 的 に 形 式 化 し よ うと い う意 図 の 下 に,data,fileの 構 造

を 調 べ,dataを あ る 事 象(entity)の あ る 属 性(prope「ty)の 値(value)

と考 え,そ の 上 で 集 合 論 的 な1つ の 理 論 を 作 ろ う と い う も の で,CODASYL

か らのreport〔2]が あ る 。 これ らはCOBOLの 機 能 に 組 み 入 れ られ る こ と

は な か っ た が,data処 理 の 問 題 に 多 くの示 唆 を 与 え た 。

IVCOBOL61Extended

1963年 「COBOL61Extended」 がCOBOLの 第3版 と して 出版 され た 。

これ は 「COBOL61」 と基 本 的 には 同 じで あ るが,複 数 個 の 答 お よび 加 減 算

に対 応 の書 き方

鵬_}{亟RE鐘 ΩND・NG}

を追 加 し,語 彙,書 き方 の 明確 化 のた め の変 更 と,COBOL60出 版 当初 か ら

追 加 す べ き機 能 と して検 討 され て いた 分類(80rt)機 能,報 告 書 作 成(report

writer)機 能 の 書 き方 の 追 加 が な され て い る。dataprocessingに お い て,

そ の大 部 分 は 大量 のdataの 分 類 と,そ れ を処 理 した 結 果 の 報告 書 の作 成 で

あ り,こ れ らの作 業 をい か に 効率 良 く処 理 出来 るか が,dataprocessing言

語 の1つ の評価 基 準 と さえな るの で あ る。 従 来,こ れ らの 作 業 はprogram

言語 に よ る処 理 とは 切 り離 され て,別 のjobと して行 な わ れ て い た の で あ る

が,こ れ らの機 能 を持 つ ことに よ ってCOBOLは,何 回 ものrunを 含 む一

⑱CODASYLのDataDescriptionandTransformationLogicTaskForce

か ら の 報 告.
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貫 したdataprocessingを,1つ のprogramに 記 述 す る こ と を 可 能 に した

の で あ る。 分 類 作 業 は,人 力file中 のrecordを 分 類fileに 移 し,指 定 さ れ

た 見 出 項 目に つ い てkeyの 大 小 順 に 並 べ か え,出 力fileに 移 して 終 わ る 。

そ れ 故,分 類fileはrecordの 集 りで あ り,内 部fileと み な さ れ る。COBOL

の 分 類 機 能 の 一 連 の 動 作 を示 す と下 図 の様 に な る。

sORr

出 力

file

前 処 理 は 入 力PROCEDUREで,dataの 読 み込 み,他 のfileか らのrecord

の移 しか え,recordの 選 別 な どの処 理 を含 み,後 処 理 は 出力PROCEDURE

で報 告 書 作 成 な どの処 理 を 行 な う。 即 ち,前 処 理 ・後 処 理 で は,分 類 され る

fileの 内容 にrecordの 追加 ・削除 ・変 更 ・編 集 ・そ の他 の修正 等,特 別 の

処 理 を実 行 した い時 点 で そ の処 理 をCOBOLで 記 述 出来 るので あ る。 また,

1っ のCOBOLprogramが い くつ もの 分 類 作 業 を 含 む 様 に,い くつ もの

SORT命 令 を書 き,そ れ ぞれ のSORT命 令 が 固 有 の 入 出力PR㏄EDURE

を 有す る こ とも 出来 る ので,分 類 一 処 理一 分 類一 処 理 一 分 類一 処 理 とい う作

業 の流 れ を1つ のprogramで 書 け る ので あ る。 報 告 書 作 成機 能 は,RPG

(ReportProgramGenerator)の 延 長 線 上 に あ る と言 え る。RPGは,file・

入 力 ・演 算 ・出 力 の仕 様 書 にrecordの 様 式,処 理 条 件 等 を 指定 す る と,そ

れ に基 づ い てobjectprogramがRPGに よ って作 り出 され て実 行 され る も

の で,作 表 を伴 う計 算 処 理 向 き言 語 で あ る[16コ 。COBOLに は このRPG

の機 能 を も 含 め た 報 告 書 作 成 機 能 が 加 え られ,こ れ に よ ってprogrammer

は報 告 書 を 手 早 く,正 確 に作 成 す る こ とが 容 易 に な った 。 この機i能のsource

program上 の大 きな特 徴 は,DATADIVISIONのRD(ReportDescription

報 告 書 記 述)で 報 告 書 の 形式(Heading,Foeting,Control,Detail)を 図 式

的 に 記 述す る こ とに よ り,PROCEDUREDIVISIONで 書か なけ れ ば な ら
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な い命 令 を 僅 か にす る こ とが 出来 る様 にな った ことで あ る。

「COBOL61Extended」 でCOBOLはdataprocessing言 語 と して の か

な りの機 能 を持 ち,COBOLcompilerも 数 多 く作 られ て いた に も拘 らず,米

国 国 内に お け る評価 は甚 だ 悪 く,批 判 の声 が 強 か った 。 そ れ は 主にmachine

languageを 使 って い る 人達 か らの 批 判 で くDATADIVISIONな どが冗 長

な た め,COBOLを 使 えばprogramの 作 成 と修 正 維 持に 要 す る費 用 と時 間
く　

を 最 小 にす る こ とが 出来 ず,不 経 済 極 ま りな い … …〉 とい うもので あ った。

確 か にCOBOLcompilerの 性 能 の悪 さ とい う こと もあ った が,COBOLの

特 長 を 無視 した 批 判 で もあ った。 しか し,こ の様 な 批 判 とは 別に,1963年
(17)(18) く　

1月 よ りANSIの 委 員会x.3.4.4がECMAやISOと の協 同作 業 の形 で

COBOLの 標 準 化 に 着 手 した こ とは注 目され る[4]。

VCOBOL65

1964年,COBOL保 守 委 員 会 は 再 編成 され,COBOL委 員 会 と してそ の仕 事

を 引 き継 い だ。 委 員 会 は,COBOLの 保 守 ・開 発 のた め の 「言語 小 委 員 会」,

出版 とCOBOL関 係 の資 料 を 集 め たCOBOL連 絡誌(COBOLInformation

Bulletin,CIB)の 内 容 につ い てANSIと 連 絡 を とるた め の 「出版 小 委 員 会」,

COBOLの 利 用状 況 を把 握 す る 「評価 小 委 員 会 」 を 設 置 した。 これ ら小 委 員

会 の活 動 の成 果 と してrCOBOLEdition1965」 が 出版 され た 。COBOL65

で 拡 張 され た機 能 は,大 記憶(massstorage)と 添 字 づ け,indexづ け と表 引

き の書 き方 を含 む 表 操 作(tablehandling)で あ り,そ れ に 明確 化 のた め の 若

干 の追 加 が あ った 。 この 頃 のcomputer産 業 のhardwareの 発 達 と して,磁

気drumや 磁 気disk等 大 容 量 補 助 記憶 装 置 の 開発,普 及 が あ った 。 当 然,

大量 のdataを 取 り扱 うCOBOL言 語 に も,磁 気tapeやcard,紙tape

の 「順 呼 出 し一 順 処 理 」 の 機 能 とは 異 る 「乱 呼 出 し一 乱 処 理 」 「乱 呼 出 し一

⑯ 渡 辺 昭 雄[15.p.64]参 照.

⑰ 米 国 規 格 協 会AmericanNationalStandardInstitute(旧 称ASA,USASI)・

⑬ 欧 州 コ ン ピ ュ ー タ ー 工 業 会EuropeanComputerManufacturesAssociation・

⑲ 国 際 標 準 化 機 構InternationalOrganizationforStandardization・
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順 処 理 」 の 機 能 が 要 求 され る ことに な った。 この た めに,OPEN,READ,

WRITE,CLOSEの 各 命令 機i能 が 拡 張 さ れ,新 た にSEEK(位 置 ぎめ)

PR㏄ESS(処 理)HOLD(待 合 わせ)ACTUALKEY(実 際 のkey)が 追

加 され た。 以 上 の機 能 はopera七ingsystem中 のfilemanagerに よ って処

理 され る。大 記憶 装置 を持 つ こ とに よっ て,COBOLで 取 り扱 え るdata量

の増 大 とそ の呼 出 し,処 理 の 効 率 化 が 大 幅 に な され た こ とは 言 うま で もな

く,COBOLにon-lineの 領 域 で も 活 用 され る 可 能 性 を もた ら した の で あ

る。

COBOLの1っ の大 き な特 徴 に 「data構 造 」 が あ る。 この 「data構 造」

を1つ の 「表 」 と して 扱 うの が表 操作 の基 本 的 概 念 で あ る。 す な わ ち 表 引 き

(SEARCH)は,表 の 中 のdata項 目を順 に み て い って 目的 の ものを 見 つ け

出す こ とで あ り,こ の操 作 を容 易 にす るた め に,表 の要 素 のdata名 の 後 に

所 要 の表 の要 素 の 出現 番 号 を添 え るの が添 字 づ け で あ る。 またda七a記 述 に

反 復 句(㏄CURS)を もつ項 目に い くつか のindex名 を割 当 て,こ のindex

名 で指 定 す るのがindexづ け で あ る。 表 操 作 の機 能 はCOBOLの 特 長 を 更

に拡 大 す るも ので あ った。COBOL65はCOBOL61に 代 って 現 在 作 られ

て い るCOBOLcompilerの 基 礎 とな って い る。

1960年 以 来 懸案 の 機 能 で あ った報 告 書 作 成(repor七writer),分 類(sort),

大 記憶(masss七 〇rage),表 操 作(tablehandling)機 能 が,CODASYLの

絶 え ま な い努 力 とuserか らの 経 験 を も とに して 追 加 され,COBOL65で

dataprocessing言 語 と して のCOBOLは 一 応 の 形 を 整 え,そ の 開発 作業 も

終 るか にみ えた 。 しか しCODASYLの 保 守,開 発 の仕 事 は,1965年 以 後

も,更 に 熱 心 に進 め られ,1959年 か ら1965年 に か け て みせ た発 展 とは また

異 った様 相 を呈 して い る ので あ る。 以 下 は 本 稿 で 述 べ た1959年 か ら1965年

まで のCOBOLの 発展 過 程 を表 に した もの で あ る。
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年

1959.5

1960.4

1961.8

1962.4

1963

1964

1965

9
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記 事

CODASYL設 立

Sylvania,RCA,

UnivacCOBOL

compiler開 発 に

着 手

CODASYL

(COBOL保 守 委

員会)

CODASYL(特 別

作業group)

米国 内 で 約50機

種 のCOBOL

compiler完 成

米国内での

COBOL批 判強 し

ANSIを 中 心 に

COBOL標 準化の

動きが始 まる

CODASYL

(COBOL委 員会)

COBOL

COBOL60

COBOL61

COBOL61

Extended

COBOL

Preliminary

Edition1964

COBOL65

COBOL仕 様書第1版

COBOLの 発 展 の過渡的段階 と し

てREQUIRED-COBOL,

ELECTIVE-COBOLを 設定,仕

様書 と しての体 裁整 う

「InformationAlgebra」 に つ い て

のCODASYLよ りのreport

「DETAB-X」 が,DecisionTable

Symposiumに てCODASYLよ

り発 表 され る

報告 書作成(report'writer)機 能

分類(sort)機 能 ・加減算 の対 応 の

書 き方な ど追 加

大 記 憶(massstorage)機 能,表

操 作(tablehandling)機 能 な どの

追 加,COBOL61に 代 りCOBOL

compilerの 基 礎 とな る
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